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事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

事務事業名 図書等購入事業

会計区分 事業類型 一般一般会計

100 委託

事業番号 411

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

教育委員会事務局

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

担当部

直接実施・

運営

平成１２年度以前

210

図書館

図書係

28

平成３０年度以降

生涯学習 図書館を充実する

担当課

5

教育文化

小説のような一般的読み物だけでなく、芸術等各趣味への対応や、調査研究に役立つ資料

及び、医療・法律など身近な生活に係る問題解決、ビジネス支援に役立つ資料を準備し、市

民に必要となる資料を提供していく。

資料選定にあたって、専門的職員の判断だけでなく、別に組織されている有識者や市民を

交えた選書委員会の判断や、窓口等に提出されるリクエスト等の状況を把握し、図書館とし

て適切な資料を需要動向を加味しながら収集している。

なお、選書委員会は３回（6/24,11/29,2/17）開催し、年間の購入希望（リクエスト）が3,592点

で予約が93,722点であった。

助成 0

担当係

0

～

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

図書館法、小牧市立図書館選書委員会設置要綱

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

10,903

0.00

69,786

0

60,960

87.3

0

61,331

0

61,331

33,883

55.5

0

0.00

2.05

受益者負担

Ｈ23決算額

22,980

費

用

直接経費

正職員

人件費

従事者数

費用合計

10,903

50,05758,883

Ｈ24予算額

50,428

Ｈ21決算額

備考：平成23年度決算額は、図書購入用予算の約50％(27,057千円)を国の「住民生活に光

をそそぐ交付金」にて充当したことにより例年の約半額となった。

　※Ｈ２３直接経費の内訳

　　　消耗品費　22,910千円　選書委員会委員謝礼　70千円

無

69,786

2.052.05

10,903

60,960

0

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

（手段）

従事者数

Ｈ22決算額

人件費ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員

2.05

0

00

00 0

0

10,903

181.0

0.00

33,883

0.00



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

―

毎年度、予算的に厳しくなってきているが、図書館にふさわしい資料を継続的に、少

事業番号

25,324

―

H21

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

H22

年間購入点数

521,140

―

所蔵点数（図書館施設

すべて）

成果指標名

貸出点数（図書館施設

すべて）

事業の

達成状況

活動指標名

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

―

点

21,208

502,914

―

―

H23

点

21,305

H22

487,446

―

―

H24

―

411

2

2

2

2

2

―

H24

1,108

H23H21

―

1,140

―

1,184

千点

資料回転率（貸出点数

÷所蔵点数）

―

2

教育・市民生活・ビジネスなど幅広い分野で図書館に望ましい資料を収集していくこと

ができた。

方向性の判定 現状維持

図書館としての機能が停止し、利用者へ資料提供を行うことができない。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

毎年度、予算的に厳しくなってきているが、図書館にふさわしい資料を継続的に、少

数の意見も尊重しながら収集していき、利用者の要望に応えていかなければならな

い。

手に入りやすく売れすじのものを揃えるだけでなく、長期的視点から良書といわれる

資料収集も継続していく必要があるため。

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判　定　理　由

需要が少なくても内容のすぐれているものや、時代の経過とともに歴史的評価が高ま

るものも系統立てて収集していく必要がある。

改善案等

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

方向性の判定

判定理由


